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トデータを IPAフォントを用いて 1文字あたり 100 100の画
像データへ変換し，そこから文字ごとに濃度 (文字内のピクセル
の値の平均値) を求めたものを用いる．文字内の各ピクセルは，
0～255 の値を持つので，文字の濃度は 0～216   1 となる．ま




















表 1 手法における最大正解率 (%)
手法 物語文 説明文 混合文
ユニグラム 53 45 45
バイグラム 52 45 45
トライグラム 51 47 43
複数プロトタイプ 43 45 44




























表 2 山村 [5]と本研究結果の比較 (%)
手法 物語文 説明文 混合文
山村 [5] 61 57 56
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